
                            下津 
                          小正 
                     
祖父江       明治      稲沢 
                                 大里東 
                       
                       大里西 
 
               千代田 
        平和 

 
 

稲沢約 2 万 5 千人  
③ ７期有罪で公民権停止  
⑭遠藤 明４期急逝 

⑰木全信明３期 

⑲大津丈敏３期➡鵜野大助 

●鈴木純子 ●  

●山田崇夫 

明治約 1 万 3 千人 

④杉山太希１期 

平床けんいち補 1 期……… 

 

小正約 2 万 2 千人 

①星野俊次５期 

⑫六鹿順二４期 

   星野市議 

下津約 1 万 1 千人 

⑥岡野次男１期 

⑧杤本敏子５期(公明) 岡野市議 

⑳東野靖道３期➡大野紀之 

 
大里東約 1 万 1 千人  
⑦加藤孝秋３期➡日比野貴子(公明) 

⑨近藤治夫１期   (明治地区‽) 

㉕長屋宗正５期 

●服部俊夫(共産) 

 

平和約 1 万 3 千人 

⑮ １期 

㉒出口勝実５期 

㉖服部 猛５期 

 

大里西約 1 万 2 千人 

⑩北村太郎１期 

⑪木村喜信４期 

千代田約 8 千人 

⑤ ２期 

 

祖父江約 2 万 1 千人 

②志智 央２期 

⑬津田敏樹２期 

⑯冨田和音１期 

⑱ ４期➡土岐優子 

㉑吉川隆之３期 

㉓黒田哲生１期 

㉔ ４期(共産) 

●小柳彩子(参政) 
●平野泰弘(維新) 

●髙村宗克 
 

  

 
 

■市議選立候補予定者説明会 

9 月 17 日告示 24 日執行の稲沢市議選の立候補予定者
説明会が 8月 10日に行われ、現職 18、新人 11(うち後継
4人)の計 29陣営と未定 2陣営が出席ました。 
現職 25 人の中で出席されなかった 7 人のうち後継者を

擁立される方が 4 人(  ➡が後継者)、後継でない新人は
7人(●印)です。ただし、現職で出席されなかった残りの 3
人(  )のうち平和の服部市議以外は調整中との情報が、
未定も 2陣営もあり、定数 26に対し立候補が 33人の可能
性もあります。前回は 34人で投票率は 51.06％でした。 

市民センター別では、祖父江地区が現状 7 人から現新併せて 10 人の激戦に、稲沢地区も現状 2 から現
新併せて 5人の激戦です。(あくまでもの予想ですので行き違い、失礼の段等お許しください 敬称略) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

討議資料県政街宣資料１９７       
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あいち民主県議団  2308 

●令和元年 9 月 22 日執行(候補者 34 人 定数 26 人) 

                        
※上記の○番号は得票順、太字は稲沢市議会市民クラブの皆さん、写真は連合愛知推薦議員 

 

 

 

 

 

 

 

遠藤市議急逝の補欠選挙で平床氏当選、野々部市議は議員辞職後有罪で公民権停止 

 木全市議 

あいち民主県議団として 4年ぶりとなるリアルでの定例議会の報告を栄
のメルサ前交差点で実施、鈴木も団長としてマイクを握りましました。 



●

●一人当たり県民所得の推移（全国・愛知県） 

●本県の工業品出荷額の内訳(工場別・1906 年) 

●本県の農業産出額の推移           ●本県の耕種農業の産出額の推移 

●愛知県の在留外国人(国籍別)の推移 

■あいちレポート 2022 県政 150 周年特集号から④ 

【愛知の今と昔 ６ 経済・産業から】 
県内総生産と一人当たり県民所得の推移  

県内総生産(名目)の推移で
は、1955 年度が約 0.5 兆円、
2019 年度には 40.9 兆円と
増加しています。この間の全
国に占める割合は、5.3％から
7.0％ まで上昇しています。 
一人当たり県民所得では、

1955 年度が 9.3 万円、2019
年度には 366.1 万円に増加し
ており全国を上回っています。 
モノづくり産業の変遷 

本県では戦前から繊維産業が発展してお
り、特に織物産業は主要産業として本県経
済を牽引していました。1906 年の工場統
計表では、本県の工業品の総出荷額は
5,484 万円で大阪府、東京都に次ぐ全国３
位となっていました。 
戦後、我が国は高度経済成長期(1956～1972年）、その後の

安定成長期を迎える中、本県の製造品出荷額等は神奈川県や大
阪府の伸びを上回って成長し、1977年に全国１位となり現在
に至るまで 44年連続で首位となっています。 
農業 本県の農業産出額の推移では、1960 年が 591 億円、
2021 年には 2,922 億円と約 4.9 倍に増加しています。品目
別では、耕種農業の野菜と花きの増加が顕著で、特に花きはピ
ーク時の 1999 年頃には 763 億円まで増加、本県の花き産出
額は 1962年以降全国第１位です。 

 
 
 
 
 
【愛知の今と昔 ７ 交易・国際化から】 
外国人の増加と多様化 本県に住む外国人数の推移では、1964
年が 46,000人、2022年には 281,000人と約 6.1倍に増加。 
国籍別では、当初は９割以上が韓国・朝鮮でしたが、1990年
の入管法改正により定住者の在留資格(日系３世まで就労可能)が創
設され製造業を中心に日系ブラジル人が増加、2000年代に入
ると中国やフィリピン国籍の増加、2022年６月時点ではベト
ナム国籍(49,000 人)が急増しブラジル国籍(60,000 人)に次ぐなど国 

籍の多様化が進んでいます。 

 

 

 

●第 68 回愛知県消防操法大会 
新城総合公園で開催された県大会では市大会で優勝

した稲沢市消防団第 5 分団(千代田地区)がポンプ車

操法で見事 6 位入賞を果たしました。選手はもとより

第 5分団及び小沢団長以下全 11分団の皆さん、消防

本部、区長さんなど地元の皆様に感謝です。 

 

 

 

 

 

 

 
 

●愛知県歯科医師連盟との意見交換会 

健康と食議連で歯科医師会館にお邪魔し、歯科医師

会・歯科医師連盟会長の内堀典保先生に長寿社会に

向けた口腔保健のご講演を頂き、鈴木も高齢者の在

宅歯科診療などを質問、歯と口の健康ミュージアムも

見学、寺倉理事長、山田理事ほか皆様に感謝です。 

 

 

 

 

 

 

 
 

●中小企業振興政策推進議員連盟勉強会 

鈴木が会長を務めるあいち民主県議団の議連で愛知

県商店街振興組合連合会会長・全国商店街振興組合

連合会最高顧問・理事の坪井明治氏、渡邉宗徳専務

理事兼事務局長をお迎えして商店街の厳しい現状や

地域貢献計画など愛知県への要望をお伺いしました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

●連合愛知知事要望 

2023-2024年連合愛知要望書の県への提出行動に連

合愛知からは可知会長、近藤会長代行、中島事務局

長などが、県側からは大村知事、古本副知事などが

出席され、働くことを軸とする安心社会実現のために

ポストコロナ政策や雇用・労働政策、教育・医療・福祉

政策など要望され、団長鈴木なども参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮田用水土地改良区(副理事長鈴木)                     の職員採用の面接試験で新人と中途

採用両人の仕事や人生と真摯に向き合う姿に明るい未来を感じました…人生 100 年、価値観の多様性、人口減少、企業(産

業)の淘汰、労働力不足、終身雇用と雇用の流動性…未来へつづくまちづくりへ一生懸命働きます。愛知県議会議員 鈴木じゅん 

●あいち 100 万人シェイクアウト登録のお願い 
今年は関東大震災から 100 年目の節目の年です。是非、あいちシェイクアウト 
訓練にご登録ください Ｗｅｂサイト  https://aichi0901.pref.aichi.jp/ 

 

SUZUKI 

➡ 

https://aichi0901.pref.aichi.jp/

